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研究所の坑道掘削により発生する全掘削土　約19万立方㍍（計画）

①：掘削土は原則半原残土処分場（仮称）に搬出することと
している。（平成19年度後半より搬出予定。それまで原則用
地内保管）

（診：掘削土のうち約2万立方㍍は瑞浪市の依頼により瑞浪市
民公園整備に提供する。（平成17年度内搬出）
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（卦：深度約120～180m間の掘削土（約0．45万立方㍍）は用地内
に堆積し管理していく注）。（平成17年度内に堆積）
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東濃地科学センター

ウランの分布範囲

（85ppm以上） 瑞浪超深地層研究所′

4キロ先へ搬出

注）研究所用地はウラン鉱床の東端付近に位置することから、深度約120m
から花崗岩直上（深度180m）までは掘削土に微量のウランが含まれる
と想定。（7月26日現在（約120～135m）の掘削土中のウラン濃度は、
平均9．Oppm（最大29．7ppm））
当該掘削土は用地返還時の研究坑道の埋め戻しに利用。

参考：電離放射線障害防止規則では74ベクレル／グラム（ウランの場合は
410ppm）以下の物質は『放射性物質』に該当せず。
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現状では、掘削土中のウラン濃度は法律の規制を受けるものではありませんが、
以下のように自主的に管理します。
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注）・測定は原則週Ⅰ回とする。なお、測定結果に応じ測定頻度を見直す。
・測定結果は四半期毎に取りまとめ公表していく。


